
20年後の理想の合志市

　９月26日に市内中学生（生徒会の皆さん）と議会広報調査特別委員会で市の魅力・課題・20年後の理想の合志
市について懇談会を開催しました。「合志市に美しい変化をもとめるために」各学校で話し合った３つのテーマを
持ち寄り、当日は各委員会に分かれワークショップ形式で熱い意見を交わしました。その後、本会議場に移動し
て後藤修一議長の進行のもと、定例会さながらのプレゼンを行いました。
　普段立ち入ることのない空間で、緊張もあったと思いますが、合志市の未来についてしっかり考え、堂々と自分
たちの意見を発信している姿に頼もしさを感じました。

○ 人口増加による発展
○ 自然豊かなところ　
○ 子育てサービスが手厚い

○ 小中学生の通学路に危険な場所がないかタブレットで聞き取り
○ SNSで意見をいう場をつくる
○ ラウンドアバウト（アンビー内の信号機のいらない交差点）を増やす

○ 合志市の課題について市民の意見を生かして解決できる合志市
○ 景観が良く美しい合志市
○ 渋滞解消で安心安全な合志市

○ 交通渋滞や騒音
○ 公園や通学路の整備が整っていない
○ 市民の声が届きにくい

【総務チーム　生活環境の健幸】　「意見もゴミもきれいに解決！あんしん　あんぜん　こうしぜん！！」
（※合志×自然）

担当：犬童 正洋委員、中元 緑委員

「環境にやさしく、楽しい施設（プレイス）で大きな恵（グレイス）」
「We are  KOSHI」

「意見もゴミもきれいに解決！あんしん　あんぜん　こうしぜん！！」
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≪参加した生徒の声≫

中島教育長 からのメッセージ

荒木市長 からのメッセージ

担当：永清 和寛委員長、村上 香織委員

担当：辻 藍副委員長、大塚 薫委員

【文教経済チーム　産業の健幸】　「環境にやさしく、楽しい施設（プレイス）で大きな恵（グレイス）」

【健康福祉チーム　福祉の健幸】　「We are  KOSHI」

マザーテレサの「愛の反対は憎しみではない。愛の反対は無関心だ」という言葉があります。合志市には、お人好
しで少しお節介な人がいて（笑）地域の人々が互いに支えあう温かい環境が整っています。50年後にも素敵な中学
生、素敵な大人の人がいる合志市になるために皆さんの力も少し貸してください。

皆様から、「18歳以降も住み続けたい、一生住み続けられる合志市であってほしい」とのご意見をいただきまし
た。合志市には、多様な分野で夢が広がっています。次の世代に元気なまま引き継ぐのが私たちの仕事だと思って
います。皆様には、市政に関心をもってもらい、物語を一緒につくっていってほしい。

議会について知ることができた！　議員席に座って興奮した！

合志市をより深く知ることができた！　合志市に興味がわいた！

私も議員になりたいと思った！　他校の生徒とも交流ができた！

「かたそう」「こわそう」のイメージだったが、とても議員の皆さん

フレンドリーだった！

★ 「こども・若者☆いけんばこ」
　　　　　　　　　　を設置 ★
合志市をよりよいまちにするために、
みんなの声を届けてください。

右のQRコードから
記入できます

○ 人口が多い
○ 若者の増加
○ 自然が豊か

○ リサイクルセンターの設置
○ 学校でもリサイクルを学ぶ機会を設け、リサイクルをより身近に
○ ご当地グルメの発信で合志市の知名度を上げたい

○ 製造業、観光業の両立
○ 観光名所を増やし、18歳を超えても住み続けるような魅力的な合志市

○ 観光名所が少ない
○ 特産物が少ない
○ 交通渋滞
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○ 自然が多い
○ 公共の場が多い
○ こどもへの医療制度が整っている

○ 保育施設の充実
○ メタバースなど仮想空間の交流場所をつくる
○ 実際に体を動かせる場所をつくる

○ みんなが健康に暮らせる
○ 地域の交流がさかん
○ こどもがたくさん住める街づくり

○ 交流の場が少ない
○ 高齢者の医療制度が整っていない
○ 介護・保育施設が不十分
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